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｢かれ らの労働市場論における理論的オリジナ リティは, (内部労働市場論
92 (92) 第 125巻 第1 2号
というよりも)むしろその二重構造論にあるといわねばならないo ･･60年
代以降の労働市場問題はこの第二次市場をめぐって展開されたといっても過
























労働市場における差別 (1) (93) 93
局面での差別を考える｡労働市場 (雇入口)に労働者が入ってくる前における
差別,即ち教育機会などでの差別を ｢市場以前の差別｣(pre-maTkeldlSCrimi-
natlOn) と名づける｡次に ｢雇入口での差別｣があり, 第三番目に企業組織内






















ことにより, レスター ･サロヮの JCモテノLの意義を要約することになるであ
ろうU
94 (94) 第125巻 第1･2号
ⅠⅠ 労働市場理論史























3) 島田晴雄 ｢労働経済学のフロンティア｣昭和52屯 第2葦参照.
なお木節は.この木に多く依っている∪
























練の消化能力を表示するものであると考える｡ とい うのは,この仮説が着 目し
ているのは,労働の質に関する情報の不完全性であるからであるO企業は個々
の労働者の能力や特性に関する情報を採用段階で完全な形で持ちえないので,
教育水準 ･家庭環境 ･性 ･年齢等によって労働者を色分けし選別を行なうので
96 (96) #125% # 1 2%
ある｡
以上が新古典派の流れであるが,一方,制度学派の研究は人的資本論の影響
を受けなが ら,デ リンジャー-ビオ リの内部労働市場論に結晶された｡彼 らは
内部労働市場 (TnterT】alLaborMarkets)の形成要因として三つあげている｡
第一にノ企業 ごとの技能の特殊化 (Sklllspecl丘cl亡y)でノこれはベ ッカーの







よう見まねで技能を伝達 していく OJT が,企業にとって有効な訓練形式なの






これ らの要田により形成された内部労働市場においては,技能習 得 方 法 は
OJT だか ら, 欠員を外部労働市場に求めるよりも内部か ら補充する方が効率
的であり,外部からは雇入 口でCT)み労働)J調達を行なうとい うことになる｡そ
して高い技 能の職 務におい て外 部の競 争から遮 断する方 法が, 先任権 制度
いで, この先任権制度を重要視するO七二ョリティは企業定着性が制度化 され
た ものであるOまた雇主が先任権を過度に重視せず能力志向であるのに対L,




でなく, ｢はじめに｣で述べたように二重構造論があるが, これに 関 して は
JCモデルとの関係で後に述べることにう るO
以⊥,す .=クの JC･モテルが出てくるまでの労働市場論史を概観 したが,ま
とめてみると,新古典派の系列では人的資本論 とスクリーニング仮説が,現在,
並立してお り,制度学派の系列では内部労働市場論 とラデ ィカル派があるOラ
デ ィカル沢は労働市場の階層化を階級闘争における資本家の対策 としてとらえ
るところに特色がある｡そしてこれらの労働市場論 (但 し, ラディカル派を除









に したがって賃金 も上昇 していくO この-企業内における職務分額または仕事
4) 本稿が全面的に取り扱ったのは次の著作｡LesterC Thurow,Ge'uiT-atnglne甘Ml7t3',1975
また次の論文も参周した｡







98 (98) 第 125巻 第1 2号
の割 り当ての安定的なグループが ｢職務群｣(jobclusters)である.職務群で






















以上のようにサT]クの JC モデルは,1940年代からの新古典派 と制度学派の
対立を,理論的に解決しようとする画期的な労働市場論なのである｡
ⅠⅠⅠ ジョブ ･コンペティション ･モデル
労働市場における差別 (1) (99) 99
Ⅱで述べたように JCモデルは労働市場論の理論的到達点と思われるが,本







成 し,富を分配する棟構 として ｢ランダム ･ウォーク仮説｣(random-walkhy-
pothesIS)を提示する｡
本稿は所得分配メカニズムである JCモデルに限定するが,ランダム ･ウォ






















を創 り出すものとしての教育の役割を重視 し,教育政策こそを貧困者 .マ イ)
リティの地位向上の宴であるとした｡つまり,良い教育をうければスキルが向
上 し,良い仕事 ･高い所得なえることができるOまた後述するJ:うに,数育水











































意味においてであり,賃金を上げた り下げた りして雇用を確保 しようとするセ
9) Thurow｢PI論文｣ p68.
10) Thuruw｢PI論文｣ p68





















均的位置があることになる｡いま,教育 ･性別 ･年齢などの属性を菓素 とする





ll) TlurDW ｢GIJpp 90-91.
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がⅩ2より訓練費用が低いか ら), 高 一 訓練削 り一 億
B⊥O-)方が B空より選好されるこ Thuro-｢GeTlerallngZTZelPEaZ子tyJp93の回を修正
とになるOまた,各属性の組の/分布を足 し合わせたものが.第 1国のような全
国的待 ら行列 (,･atlOnallaborqueue) の形を決定するのである｡
さて,雇主は何故にこのような方法で訓練費用を計算しランクづけ待ち行列
をつ くるのであろうか｡1960年 代 の ｢自動 化に関する大統 領諮問 委員会｣
(Presldent'sAutornatlOnCommlSSIOn) の調査によれば12),労働力の60%が技
能を OJTにより習得しているOそし七,公式訓練や専門教育で技能を習得し




いえばノ訓練 と生産活動は補完的なものであるか ら,技能 というものは問題 と
する仕事との関連においてのみ,よりよく教えることができるo このような労
働者か ら労働者-と技能を伝達 してい くという形式での OJTは,訓練におい
て最 も安上 りな方法なのである｡そしてこ0)ことは,労働者は雇入日である下
位の職務から密接に関連した職務階梯を順に昇進 していく過程において技能を
12) U S DepartmentofLabor,Formal0 ccupatzonal T 'lalnL71gOf AdultTVorkers,
MarlpL'WelAutolユat)OnResearchMonographNo21964cltCdlnThurowrGIJp78






く,訓練を受けた後に生産力化するための潜在的な資 質, 即 ち訓 練 可 能 性






















させる (match)のが労働市場の機能である｡ ところが JCモデルでは, 訓練
階梯に訓練生を一致させる (match)のが労働市場の機能であるととらえられ
ているから,職務技能の供給を生み出すのは職務需要である.つまり′問題と
される技能への需要を生み出すような仕事の空き (〕ob opening) があった時
のみに訓練戟会が生じるのである17).このことは OJT の仮定か らきている｡
OJT というのは, 問題 となる技能への需要があった時のみに技能が形成 され
るという訓練形式だからである｡ これ らV)ことからわかる重要なことは,労働
供給は労働需要から独立でないということである｡つまり通常の意味での供給
曲線は存在せずノ需要曲線と供給曲線は一致する (coinelde) ことになる｡ サ















































論が有効性を示 したかのように見えた原田か もしれない｡厳密性を欠 くがわか
りやす くまとめると.企業行動の調整変数は WC モテルでは短期において賃
金であり長期において需給曲線のノ7トであり,JCモデルでは短期において
需給曲線の/フ ト (-採用条件の変更)であり長期において賃金 (相対的賃金
19)ThurowrGIJp95



























20) 以下の説明は. Thurow ｢GIJpp 95-97.
108 (108) 第125巻 第1･2号































が明らかになったと思 うo Lか し,今までの説明は待ち行列での相対約位健が
個人の所得に影響する関係だけを述べたのだが,個人の所得は就業機会 (job




労働力が配分され訓練される什 ･ 第3国 就業機会の分布
事の分布状態を就業機会の分布と
いい,第 3図のように措かれる｡
そして就業機会の分布の形を決定
するものに三つの要因があり.技
術進歩の性格 .賃金決定の社会学
的性格 ･訓練費用の分布をあげて
いる｡最後のものは待ち行列の分
全回的就業機会
の分布
雇主2の
就業機会の分布
布のことであり,各々の職務の賃 Thcrow｢GZJp.98 より
金に影響を与えるものであるoサT,ゥはこれ らの要因と就業機会の分布との関
係について潰極的に展開していないので,就業機会の分布の説明はこれだけに
とどめてお く22)O
(1979年 6月7日脱稿)
22) 就業機会の分布に関しては.Thurow ｢GIJchp5と,｢PI論文｣pp74-78を参照｡
